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地
区
代
表
、
推
進

会
専
門
部
員
等
、
１

０
４
名
の
参
加
を
頂

き
古
川
副
会
長
の
開

会
宣
言
で
始
ま
り
、

森
山
会
長
の
挨
拶
後
、

来
賓
の
豊
田
市
議
会

議
員
、
泉
丘
中
学
校

多
田
賢
一
校
長
先
生
、

水
木
小
学
校
於
曽
能

弘
樹
校
長
先
生
か
ら

ご
祝
辞
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

議
長
に
黒
澤
正
明

氏
を
選
出
し
、「
令
和

５
年
度
の
事
業
及
び

決
算
報
告
」「
令
和
６

年
度
の
事
業
計
画

(

案)

、
予
算(

案)

」
が

提
案
審
議
さ
れ
、
い

ず
れ
も
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

議
長
解
任
後
、
令

和
６
年
度
新
役
員
を

紹
介
、
１
年
間
よ
ろ

し
く
の
お
願
い
を
申 

         

し
上
げ
、
古
川
副
会
長
の
閉
会

の
こ
と
ば
で
総
会
を
終
了
し
ま

し
た
。 

今
後
と
も
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 
 

（
総
務
部
） 

 

 

新
任
の
ご
挨
拶 

新
会
長 

対
馬
幸
悦 

 

本
年
度
よ
り
水
木
学
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会
の
会
長
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
前
会
長
の
森
山
さ

ん 

４
年
間
大
変
お
疲
れ
様
で

し
た
。 

会
長
と
い
う
に
は
未
熟
な
点

が
多
々
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

み
な
さ
ま
か
ら
の
ご
協
力
、
ご

支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
精

一
杯
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会
の
活

動
は
、「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自

分
た
ち
の
創
意
と
工
夫
で
作
り

上
げ
る
」
を
理
念
に
、
地
域
の

課
題
解
決
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
、「
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と

実
感
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
す

る
こ
と
と
理
解
し
て
い
ま
す
。 

主
な
活
動
は
以
下
と
な
り
ま

す
。 

１
・
安
心
、
安
全
に
暮
ら
す
た

め
の
自
主
防
災
活
動
と
防
犯

活
動 

２
・
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど

の
見
守
り
、
子
育
て
支
援
な

ど
の
地
域
福
祉
の
活
動 

３
・
学
校
、
保
育
園
、
幼
稚
園

保
護
者
な
ど
と
の
連
携
に
よ

る
青
少
年
の
健
全
育
成
活
動 

４
・
ク
リ
ー
ン
な
地
域
、
花
い

っ
ぱ
い
運
動
な
ど
の
生
活
環

境
を
守
る
活
動 

５
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、

講
演
会
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

学
習
を
提
供
す
る
生
涯
学
習

活
動 

地
域
の
人
た
ち
み
ん
な
で
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

     退
任
に
あ
た
り 

前
会
長 

森
山
和
雄 

 

こ
の
度
、
私
、
森
山
和
雄
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会
の
会
長

お
よ
び
水
木
交
流
セ
ン
タ
ー
運

営
委
員
長
を
退
任
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。 

令
和
２
年
度
か
ら
令
和
５
年

度
ま
で
、
２
期
４
年
間
に
わ
た

り
、
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
務
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

こ
の
間
、
コ
ロ
ナ
禍
で
始
ま

り
、
コ
ロ
ナ
禍
５
類
に
移
行
し

た
４
年
間
で
し
た
。 

人
の
接
触
（
三
密
）
を
制
限

さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
行
事
が
中
止

さ
れ
、
総
会
も
書
面
表
決
と
な

り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
冷
静
な

行
動
に
よ
り
、
大
き
な
問
題
も

な
く
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

令
和
５
年
度
に
は
、
秋
に
水

木
ま
つ
り
を
小
規
模
な
が
ら
も

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
起
源
と
し
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
盛
り
上
が
り
に
期
待

し
て
お
り
ま
す
。 

今
後
は
顧
問
と
し
て
関
わ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
こ
と
を
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
新
た
な

役
割
に
就
く
こ
と
で
、
よ
り
広

い
視
野
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

発
展
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
皆
様
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
よ
り
良
い
未
来
の
実
現

に
向
け
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

令
和
６
年
度
水
木
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会
・
泉
川
を
き
れ
い

に
す
る
会
の
定
期
総
会
が
４
月
14
日(

日)

泉
が
森
体
育
館
に
於
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

、 
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令
和
６
年
度
支
部
長
紹
介 

   

内
山 

誠
士 

さ
ん 

      

古
川 

寿
之 

さ
ん 

      

田
中 

美
智
子 

さ
ん 

      

小
山 

和
徳 

さ
ん 

      

小
林 

秀
之 

さ
ん 

 

   

小
野 

収
司 

さ
ん 

      

清
野 

和
之 

さ
ん 

総務部 生涯学習 伝統行事 

花壇助成 各専門部への協力 

広報部 会報水木 ４回発行 

140号 141号 142号 143号 

自主防災部 総合防災避難訓練(水木交流センター) 

防災研修 備品保守点検 備蓄倉庫点検 

防犯パトロー

ル隊 

小学生一斉下校パトロール 防犯情報 

青色回転灯パトロール のぼりばたの管理 

環境部 ゴミゼロ、草ゼロ除草作業 トングの日 

水木ビーチクリーン大作戦 

青少年育成部 宿泊体験 未知との遭遇 

サンタクロース訪問 門松づくり 

文化部 ミニギャラリー 文化施設見学研修 

魅力再発見 文化講演会 フォトコンテスト 

健康推進部 健康運動教室 体力測定 健康講話 

検診率向上啓蒙活動 新人研修 

スポーツ部 親子ボウリング スケート体験会 

南部４地区親善交流大会 

その他 役員会 定例常任役員会 各専門部会 

水木まつり 敬老長寿事業 

役 職 氏 名 住 所 

顧   問 
佐藤 孝志  水木町２ 

森山 和雄  森山町２ 

 会   長 対馬 幸悦 東大沼町４ 

 副 会 長 

黒澤 正明  水木町１ 

古川 悦子 水木町１ 

内山 悦郎  水木町１ 

大木 仁一  森山町２ 

 書   記 
神山 紳一  水木町１ 

綿引 敏彦 水木町１ 

 会   計 
千葉 達夫  森山町２ 

町田 美妃子  みかの原町２ 

会 計 監 査 
大槻 保典  森山町３ 

中村 繁  森山町１ 

総 務 部 綿引 純夫  水木町１ 

 広 報 部 金澤 憲一  森山町１ 

 自主防災部 堀江 道雄  森山町１ 
 防犯パトロール隊 黒澤 正明  水木町１ 

 環 境 部 山元 隆  みかの原町２ 

 青少年育成部 金丸 友世  森山町５ 

 文 化 部 金澤 かずえ  森山町１ 

 健康推進部 管野 寛  東大沼町４ 

 スポーツ部 対馬 幸悦  東大沼町４ 

 社   協 藤来 稔  東大沼町４ 

令和６年度 推進会役員(敬称略) 

東 大 沼 水 木 西 ２ 水 木 西 １ 水 木 北 水 木 南 

新 森 山 森 山 

新しくコミュニティ推進員になられた方々に 

１．専門部に所属して事業遂行に参画・参加し、学区内地域活性化のため、できる範囲で協力していただきます。 

２．推進会と近隣町内会とのパイプ役となっていただきます。 

３．「当番表」による地域での再生資源完全分別収集、粗大ゴミ収集の徹底に率先協力指導してください。 

４．コミュニティ推進員は福祉員としても活動していただきます。（日赤、社会福祉協議会関係募金集め） 

５．コミュニティ推進員もボランティアとして活動することになります。避難を伴う緊急時は、自治会(町

内会)を纏め、安全で安心して暮らせる地域づくりに一致協力して活動することになります。 

令和６年度専門部事業計画 


